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補正予算に関する議論　ピックアップ !!補正予算に関する議論　ピックアップ !!
山口市ずっと元気・PFSプロジェクト

● 計画どおりにしっかりと実施して
いただきたい。

● 点検にあたっては、点検者の安全
を確保した上での実施を求める。

指摘・要望

 【1,000万円＋※債務負担行為設定】
PFS（成果連動型民間委託契約方式）とは、社会課題の解決

を目指してあらかじめ成果指標を定め、その達成度に応じて民間事業
者に報酬を支払う仕組みのこと。
山口市では、上記の仕組みを活用し、地域経済の活性化や高齢者

の生活の質の向上を目的とし、将来的な介護給付費の上昇の抑制を図
る等の効果も期待できる実証事業を実施する。また、令和８年度から
令和12年度までの期間で、9,000万円を限度額とする※債務負担行為を
設定し、高齢者等を対象とした、健康づくりにつながるプログラムに
複数年度にわたって取り組むこととしている。

３件

予算

13件
条例

11件
事件議決

６月６月
定例会定例会

上程された議案等

３件

請願

2025年
6/9～6/30

高騰する給食食材費を支援高騰する給食食材費を支援 【2,320万円】
　物価のさらなる上昇や高止まりが続く中、これま
でどおりの栄養バランスや量を保った給食を提供で
きるように、私立保育園及び幼保連携型・保育所型
認定こども園の食材費の上昇分を支援する。

下水道管路の調査下水道管路の調査   【2,400万円】
　国の大規模下水道管路特別重点調査事業に対応し
て下水道管路の調査を実施する。実際に管路内に
入っての目視による損傷状況の確認や、流量が多い
管路についてはテレビカメラやドローンによる検査
を検討している。

地域課題の解決等に資する事業の地域課題の解決等に資する事業の
立ち上げを支援立ち上げを支援   【1,890万円】

　国のローカル10,000プロジェクト（地域経済循環創造事業交付金）を活用し、地域課題の解決や地
域経済の活性化に資する事業の立ち上げを支援する。今回の事業では、原材料から販売までの地域内循
環を目指した酒類の醸造所の設置と酒類を提供する場の整備を今後支援していく。

● 事業費の2分の１が国の交付金として確保され、かつ、一般財源
の負担を軽減していくために、今後も他の補助金や企業版ふる
さと納税等の活用を検討されていくことは評価するが、成果達
成度をどのように評価していくのかが現状では見えないところ
であり、今後適切な事業実施をされるよう努めていただきたい。

● 成果に連動して受託事業者に支払う報酬が変動するため、受託
事業者においてもより良い成果が出るよう工夫し、結果として
高品質な事業実施につながるものであり、新たな公民連携の手
法として今後の取組に期待する。

指摘・要望

● 物価高騰による影響分は、県の要綱に基づき
令和３年度を基準に、令和７年度の年間見込
額で算定し、各園の実情を踏まえた適切な対
応ができることを確認した。

● 物価高騰への対応であるこ
とから、スピード感を持っ
て対応していただきたい。

指摘・要望

● 計画どおりにしっかりと実施して

● 点検にあたっては、点検者の安全 額で算定し、各園の実情を踏まえた適切な対

２件

委員会提出

※債務負担行為とは
　事業が単年度で終了せず、後年度にも支出しなければならない場合に、あら
かじめ後年度の債務を約束する予算を定めること。
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　このたび取りまとめられた「山口市まちなかウォーカブル推進ビジョン（案）」について質問を行った。
問   中心市街地の東西南北の軸となる４か所についての具体的な取組の方向性は？
答   ・山口駅通り  安全安心な歩行者空間の確保や歩いて楽しい沿道空間の実現などを通じたメインスト

リートとしての質の担保等を検討していく。
　 ・中心商店街  店先等の空間の活用、休憩施設等の滞留空間の創出による滞在時間の延長等を検討し

ていく。
　 ・市役所広場  まちなか回遊のハブとなる、市民による多様な活用にあふれる広場としての将来的な活

用イメージや事業スキーム等を検討していく。
　 ・山口駅前広場  交通再編の検討や滞在環境の向上を図るための整備案や活用方策を検討していく。
問   今後の推進体制は？
答   スモールエリアごとに専門家や地元関係者、民間事業者、行政等で構成する推進チームを設置し、具体的な

事業の検討を進めるとともに、プロジェクト会議で事業全体の調整を図る。また、市長を会長とする山口市ま
ちなかウォーカブル推進会議で、事業の検討状況の共有や意見交換を行うなど、官民が連携して事業を展
開していく。

山口市まちなかウォーカブル推進ビジョン（案）について
pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

問   太陽光発電設備の設置については、景観や生活環境等を守りたい地域住民と、私有財産
の有効活用等を図りたい地権者との間でコミュニティーの崩壊につながりかねない行き違
いが生じている事例もある。これを受け、地域や事業者にヒアリングを実施し、国・県の動
向や先進事例を参考に、令和７年度中をめどに新たな行政手続の仕組みの整備に取り組
む意向が示された。このヒアリングにより明らかになった現状と課題について伺う。

答   計画段階での説明不足や設置後の管理不備、事業者との連絡が困難になるといった課題が明らかとなった。
一方で、土地活用の有効策として肯定的な意見もあった。事業者と地域の方が意見交換できる仕組みづく
りや、設備設置後の適正な維持管理、周辺の土地利用との整合を図るべき区域設定などの課題解決のため、
環境審議会からの意見も踏まえたルールづくりについて検討していきたい。

問   再生可能エネルギー導入促進のための条例制定に取り組むべきと考えるが、市の見解と検討状況を伺う。
答   ゼロカーボンシティの実現に向けた再生可能エネルギーの普及促進は重要と認識している。一方で、生活

環境の保全や地域づくりへの影響にも配慮し、それらの整合を図っていくためにも、令和７年度中の条例に
よるルールづくりに取り組んでいきたい。

地域に配慮した太陽光発電設備の設置

問   農作物の出荷調製作業は、収穫から選別、出荷まで生産者が行うのが一般的であり、キャベツなどの重量
野菜は高齢の生産者にとって大きな負担になっている。出荷調製作業を一元化できれば省力化され、その
時間を生産活動に注力することで生産性も上がると思うが、どう考えるか？

答   さらなる生産拡大には作業の機械化や栽培管理の徹底と併せ、集出荷体制整備が重要な
要素となる。JAでは、令和10年稼働を目標に市内にタマネギ集出荷施設整備を計画され、
現在最終的な建設場所の検討や、出荷量、生産者数の現状把握を行うなど、施設建設に向
けた作業を進められており、まずは生産者が野菜など園芸作物の増産に取り組むことので
きる体制づくりや、農産物のブランド化、産地化への支援を行う。

問   農地の集約、大規模化が難しい中山間地域において、農業生産者が将来に希望を持ち、地域で暮らすこと
ができるための農業後継者の確保や、所得向上といった農業振興についての考えは？

答   中山間地域においては、水稲作付に加え、これまでの生産技術を活かし、主食用米から国が推奨する飼料
用米や米粉用米、小さな面積でもより高い収益性の見込めるトマト等の園芸作物への転換を進めている。ま
た、地域活性化起業人制度を活用し、阿東地域で水田の高度利用や有機栽培といった農業技術が導入可
能か検証する。集落営農法人等での新たな雇用にもつながるものであり、将来的には各地域に広げていけ
ないかと考えている。

農業振興の取組
pickpick
upup
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６月定例会６月定例会
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６月定例会６月定例会
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問   契約条件に委託料の減額条項、責任範囲、成果指標を明確に設定することが必要と考えるがいかがか。
答   募集要項の中で示しており、契約書にも規定する。今後、優先交渉権者の決定後、契約締結協議におい

て減額を講じる対象等を明確化し、双方合意の上で契約書において設定する。
問   行政側で技術的知見を持つモニタリング体制を維持し、チェック機能を強化するといった監視体制の確

保が必要と考えるがいかがか。
答   これまで同様、清掃工場の運転状況や設備構成、廃棄物処理に関する技術的知見を備えた職員を従事さ

せる必要があると考えている。また、専門的知見を有する外部評価の体制についても検討している。
問   清掃工場の保全業務や薬剤、電力等管理業務、定期修繕などについて、包括運営受託事業者が円滑に

部品を調達できる体制を確保すべきではないか。
答   本施設の性能を十分に発揮するためには、建設プラントメーカーが製造する特定部品の調達が重要である。

そのため包括運営委託の募集に先立ち、建設プラントメーカーと特定部品の供給等に関する協定を締結す
ることで、受託事業者への特定部品の供給を可能とする体制を整えた。これにより、建設プラントメーカー以
外の参入を促し、競争性を担保するとともに事業者間の平等性も確保することができたと考えている。

清掃工場への包括運営委託の導入
pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

　キャッシュレスシステムの導入は、市民の利便性向上、行政の業務効率化、地域のデジタル化の観点から
非常に重要であることから、現状と今後の展開について質問を行った。
問   行政窓口でクレジットカードでの納付を可能にするための手数料補填に交付金等の活用をしてはいかがか。
答   クレジットカードによるキャッシュレス決済化については、収納コストの関係から現時点では導入しておら

ず、多様な決済手段が利用できるeLTAX（エルタックス）での電子納付を推進している。国からの交付金
は、まちづくりの財源として活用しているが、納付手段の充実を図っていくことは非常に重要であると認
識していることから、納付環境の向上に努めていきたい。

問   行政窓口、スポーツ施設や観光文化施設等の指定管理施設でのキャッシュレス決済の導入を進めてはい
かがか。また、観光分野での導入支援を求めるがいかがか。

答   本庁舎の主な窓口、総合支所や各地域交流センターの行政窓口等にPOSレジシステムを導入し、４４項目
で利用できる。市県民税、固定資産税、都市計画税や国民健康保険料、介護保険料などは、コンビニ収納
用バーコードを利用したスマホ決済アプリで納付できる。また、指定管理施設での
導入は、コストに見合う利用料金の確保につながらないことや、現金とキャッシュ
レス決済が混在することで経理処理が複雑化する課題もあるが、利用者のニーズ
が多い施設には段階的に導入していきたい。観光分野での支援は、すでに導入さ
れた事業者との公平性も考慮しながら、他市の実例や効果を検証する必要があり、
観光関連団体と連携し、観光客の満足度をさらに向上させる受入環境の整備を進
めていきたい。

行政窓口等のキャッシュレス化
pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

　最終日に総務委員会か
ら提案され、全会一致で
可決しました。
　意見書の全文は市議会
ホームページに掲載して
います。

意見書を国へ提出します‼
再審法改正を求める意見書再審法改正を求める意見書
　冤罪被害者を
一刻も早く救済す
るため、再審法を
速やかに改正する
よう強く要請する
ものです。

今後のスケジュール
８月　優先交渉権者の決定

↓
10月　契約締結

↓
令和８年度から５年間
　包括運営委託業者による運営

意見書の全文
（市議会ホームページ）
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■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案等議案等
予　　　　　算

●令和７年度山口市一般会計補正予算（第２号）
●令和７年度山口市公共下水道事業会計補正予算（第１号）
●令和７年度山口市一般会計補正予算（第３号）

条　　　　　例
●山口市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例
●山口市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例
●山口市税条例の一部を改正する条例
●山口市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
●山口市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例
●山口市祖父地区飲料水供給施設設置等に関する条例を

廃止する条例
●山口市祖父地区飲料水供給施設工事分担金徴収条例を

廃止する条例
●道の駅あいお設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市阿東総合交流ターミナル設置及び管理条例の一

部を改正する条例
●山口市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の

一部を改正する条例
●山口市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

条例
●山口市議会議員及び山口市長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例
●山口市議会の議員の議員報酬及び非常勤の職員の報酬

並びに費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
事　件　議　決

●市道路線の認定について
●消防ポンプ自動車の取得について（２件）
●高規格救急自動車の取得について
●山口市立小中学校校務用コンピュータの取得について
●山口市立小中学校電子黒板等の取得について
●市有財産の無償譲渡について
●令和７年度山口市一般会計補正予算（第１号）に関す

る専決処分について
●山口市税条例の一部を改正する条例に関する専決処分

について
●山口市都市計画税条例の一部を改正する条例に関する

専決処分について
●山口市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の

課税免除に関する条例の一部を改正する条例に関する
専決処分について

委 員 会 提 出
●山口市議会会議規則の一部を改正する規則
●再審法改正を求める意見書の提出について

請　　　　　願
●再審法改正を求める意見書の提出に関する請願

議案等議案等のの審議結果審議結果

■■■■■■ 賛否賛否がが分分かれたかれた議案等議案等とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）

請　　願
審議
結果

未
来
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行
山
口

や
ま
ぐ
ち
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会

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

地
域
政
党
や
ま
ぐ
ち
の
風

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める請願 不採択 × × × × × ○ ○ ×

山口県農業試験場等跡地利用計画案の市民参加による検討協議会での審議
を求める請願書 不採択 × × × × × × ○ ×

鴻南方面隊平川分団及び阿東第２方面隊
生雲分団に配備される消防ポンプ自動車

中央消防署に配備される高規格救急自動車

【イメージ】

【イメージ】

可決された高規格救急自動車の特徴は
ITS コネクトが装備され、緊急走行中、
緊急車両同士の接近を自動で車内に通知
することにより、交差点内での緊急車両
同士の接触危険回避ができます。このシ
ステムは、一般車両にも普及拡大中であ
り、搭載車両に対して緊急車両の接近が
通知され、緊急車両に道を譲るための退
避行動が取りやすくなるなど、迅速かつ
安全な救急搬送をサポートするものです。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
で
お
困
り
の
方
に

は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
応
じ
た
申
請
支
援
を
行
え
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
具
体
的
な
支
援
内
容
と
し
て
は
、
戸
籍
住
民
課
や

各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
さ
ら
に
市
内
40
か

所
の
郵
便
局
に
お
い
て
、
顔
写
真
の
撮
影
及
び
申
請

書
記
入
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
身
体
的
な
理
由
や
長
期
入
院
な
ど
の
事

情
で
顔
写
真
の
撮
影
が
難
し
い
方
に
対
し
て
は
、
市

職
員
が
施
設
へ
出
向
い
て
申
請
を
支
援
す
る
出
張

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
て
お
り
、
希
望
さ
れ
る

施
設
と
調
整
し
、
順
次
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
配
慮
し
た
細
や

か
な
対
応
に
努
め
る
。（

担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
）

　
本
市
は
現
在
、
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル

市
と
の
友
好
都
市
提
携
に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
お

り
、
６
月
８
日
に
は
、
機
運
醸
成
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
本
市
に
お
け
る
姉
妹
・
友
好
都
市
交

流
は
、
公
式
訪
問
団
や
市
民
訪
問
団
の
受
入
れ
な
ど
、

相
互
派
遣
に
よ
る
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
中
心

だ
っ
た
が
、
今
後
は
、
両
市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
教
育
、
観
光
、
文
化
、

物
産
等
の
様
々
な
分
野
で
の
交
流
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育
民
生
」

「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予
算
決
算
」

の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、各
委
員
会
が

所
管
す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

各 委 員 会の所 属 議 員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト　

消
防
職
団
員
に
対
す
る
健
康
管
理
対
策
と
し
て
、

公
務
中
で
も
適
切
に
休
息
や
水
分
補
給
が
行
え
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
道
の
駅
の
御
協
力
の
下
、
主
要
幹
線

道
路
沿
い
の
21
事
業
所
を
フ
ァ
イ
ヤ
ー
リ
カ
バ
リ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
位
置
づ
け
、
本
年
５
月
12
日
か
ら

一
時
的
な
休
息
場
所
と
し
て
利
用
を
開
始
し
た
。

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

　
中
央
消
防
署
は
、
現
地
で
の
建
て
替
え
に
向
け
、
令
和
６
年

度
か
ら
実
施
設
計
に
着
手
し
た
。
設
計
を
進
め
て
い
く
過
程
で
、

よ
り
安
全
か
つ
効
率
的
な
施
工
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
供
用
開

始
時
期
を
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
に
見
直
し
た
。
ま
た
、

本
年
６
月
か
ら
、
仮
設
庁
舎
と
し
て
利
用
す
る
市
役
所
別
館
の
改

修
工
事
を
行
っ
た
後
、
同
年
10
月
下
旬
か
ら
、
中
央
消
防
署
の
機

能
を
仮
設
庁
舎
と
大
内
出
張
所
へ
分
散
配
置
す
る
。
仮
設
庁
舎
が

消
防
署
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
看
板
を
表
示
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は
、
現
中
央
消
防
署
庁
舎
の
解
体
工
事
に
着
手
し
、

新
中
央
消
防
署
の
令
和
10
年
度
内
の
供
用
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

・ 消防職団員が躊躇
なく適切に休息をと
ることができるよう、
周知を積極的に行っ
ていただきたい。

委員の意見

フ
ァ
イ
ヤ
ー
リ
カ
バ
リ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
開
始

総務
委員会

中
央
消
防
署
整
備
の
進
捗
状
況
は

総務
委員会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
支
援

今
後
も
き
め
細
や
か
な
対
応
を

生活環境
委員会

友
好
都
市
提
携
の
そ
の
先
は

生活環境
委員会

・ 写真撮影サービスや出張
申請について、さらなる
ホスピタリティの向上の
ため、迅速かつ丁寧に対
応していただきたい。

委員の意見

・ 姉妹 ･ 友好都市提携を進め
るに当たっては、具体的な
ゴール設定や効果を測る指標
の明確化が必要と考える。

委員の意見

山口市ウェブサイト
（マイナンバーカードの

情報ページ一覧）
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４
月
15
日
に
、「
徳
地
地
域
の
振
興
作
物
等
の

情
報
発
信
、
栽
培
技
術
の
習
得
」
を
活
動
テ
ー
マ

と
し
て
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
が
着

任
し
た
。

　
（
公
社
）
山
口
市
徳
地
農
業
公
社
の
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ピ
ー
マ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
や
ま
の

い
も
等
の
同
地
域
の
振
興
作
物
や
水
稲
の
栽
培
知

識
、
技
術
の
習
得
を
目
指
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
た
同
地
域
の
農
業
に
関
す
る
情
報
発
信

に
も
取
り
組
む
。

　

隊
員
の
退
任
後
の
定
住
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
同
地
域
の
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。（

担
当
部
局
：
農
林
水
産
部
）

湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク

周
辺
道
路
の
早
期
整
備
を

農林建設
委員会

　
山
口
市
の
就
学
援
助
制
度
で
は
、
平
成
24
年
12
月
の
生
活

保
護
基
準
額
を
採
用
し
て
い
る
。
直
近
の
基
準
を
採
用
し
た

場
合
、
支
給
対
象
者
の
減
少
等
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

見
直
し
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
国
の
特

別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
に
お
い
て
も
生
活
保
護
基
準
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
４
月
に
基
準
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
各
自
治
体
で
も
見
直
し
が
進
む
可
能
性
が
あ

り
、
本
市
も
令
和
８
年
度
以
降
の
見
直
し
に
向
け
、
他
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
影
響
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
へ
の
情
報

伝
達
不
足
に
よ
る
利
用
控
え
を
防
ぐ
た
め
、
プ
リ
ン
ト
や

学
校
だ
よ
り
、市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
加
え
、学
校
メ
ー

ル
の
活
用
も
検
討
し
情
報
提
供
の
強
化
を
図
る
。

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

市
道
中
央
二
丁
目
湯
田
温
泉
四
丁
目
線
は
、
美
装

化
を
５
か
年
計
画
で
実
施
し
て
お
り
、
沿
線
の
状
況

等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
も
計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
。

　

山
口
都
市
計
画
道
路
一
本
松
朝
倉
線
は
、
一
部
拡

幅
（
歩
道
と
停
車
帯
の
確
保
）
に
向
け
、
都
市
計
画

の
変
更
手
続
を
進
め
て
お
り
、
早
け
れ
ば
来
年
度
か

ら
詳
細
設
計
に
着
手
す
る
。
ま
た
、
市
道
上
東
湯
田

温
泉
五
丁
目
線
も
一
部
拡
幅
に
向
け
て
沿
線
の
関
係

者
等
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
都
市
整
備
部
）

就
学
援
助
制
度
の

見
直
し
と
利
用
促
進
の
取
組

教育民生
委員会

周
防
鋳
銭
司
設
置
１
２
０
０
年
記
念
事
業
の

展
開
と
そ
の
周
知
に
つ
い
て

教育民生
委員会

　
本
年
は
、
周
防
国
に
鋳
銭
司
が
設
置
さ
れ
て
１
２
０
０
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
、
鋳
銭
司
郷
土
館
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
皮
切
り
に
、
企

画
展
や
記
念
講
演
会
、
史
跡
指
定
地
で
行
う
周
防
鋳
銭
司
１
２
０
０
フ
ェ
ス

の
開
催
な
ど
４
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た

情
報
発
信
に
加
え
、
東
京
・
大
阪
の
博
物
館
で
も
各
館
の
御
協
力
に
よ
り
周

防
鋳
銭
司
を
紹
介
す
る
ス
ポ
ッ
ト
展
示
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
市
内
外
へ

の
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
取
り
組
み
、
山
口
市
を

訪
れ
て
い
た
だ
く
機
会
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
関
係
部
局
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の

歴
史
文
化
資
源
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
人
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
触
れ
て
い
た
だ
く
絶

好
の
機
会
と
し
て
い
き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
事
務
局
）

徳
地
地
域
へ
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任

農林建設
委員会

・ 学校メールは保護者への確実な情報
伝達手段のため、積極的に活用し周
知徹底を図ってほしい。

委員の意見

・ 隊員の退任後の定住に向け、住居・農地
の紹介や農業施設（ビニールハウス等）
の初期投資の軽減策等について検討いた
だきたい。

・ SNS 等での効果的な情報発信を期待する。

委員の意見

鋳銭司郷土館に展示されて
いる新たに発見された銭種

「貞
じょう

観
がん

永
えい

宝
ほう

」

・ 市内外から多くのお客様が湯
田温泉こんこんパークにお越
しになる。できるだけ早期に
整備していただきたい。

委員の意見
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一般質問・質疑

★ 議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★ 質問と答弁の映像は各議員の二次元コード 　 から見ることができます。
※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。 ※ 情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
新
市
誕
生
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
と
そ
の
評
価
、
そ

し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。
あ
わ
せ
て
、

次
期
市
長
選
出
馬
の
意
向
に
つ
い

て
の
考
え
を
問
う
。

　
　
新
市
誕
生
か
ら
20
年
の
節
目

を
迎
え
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
た
社

会
基
盤
整
備
も
、
あ
る
程
度
完
成

に
向
け
た
見
通
し
が
立
っ
て
き
た

中
で
、
合
併
モ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く

り
の
局
面
か
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
モ
ー
ド
に
移
行
す
る
重
要

な
時
期
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
仕
上
げ
、
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
っ
か

り
と
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

「
ず
っ
と
元
気
な
山
口
」
の
実
現
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
中
で
、

次
期
市
長

選
へ
の
対

応
を
明
ら

か
に
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

問答

未来志行山口
原 真也

行政 新市誕生２０年！まちづくりの評価と未来展望

　
　
本
市
の
都
市
政
策
の
柱
の
具

現
化
に
は
未
来
を
見
据
え
た

道
路
網
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、

山
口
・
小
郡
両
都
市
核
を
効
果
的

に
結
び
、
農
山
村
の
人
口
定
住
・

産
業
誘
致
に
資
す
る
ア
ク
セ
ス
強

化
が
鍵
に
な
る
と
考
え
る
。
未
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
と
道
路

網
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
　
中
核
都
市
づ
く
り
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
引
き

続
き
本
市
の
使
命
、
未
来
の
姿
だ

と
考
え
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
、

山
口
・
小
郡
両
都
市
核
の
高
次
都

市
機
能
を
地
域
住
民
が
享
受
で
き
、

安
全
安
心
で
快
適
な
移
動
が
可
能

と
な
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
が
維

持
さ
れ
る
ず
っ
と
元
気
な
山
口
を

目
指
す
。
新

た
な
道
路
整

備
は
、
第
三

次
総
合
計
画

に
向
け
全
庁

的
な
検
討
を

進
め
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
包
括
的
相
談
支
援
体
制
の
構
築

問答

やまぐち有隣会
中野 光昭

都市 １００年の大計に立ったまちづくり

　
　
出
荷
調
製
作
業
の
一
元
化
で

生
産
活
動
の
向
上
が
期
待
で

き
る
、
農
産
物
の
地
域
内
物
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
南
部
地
域
は
、
タ
マ
ネ

ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
の
高
収
益
野
菜
の
県
内

有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
更

な
る
生
産
拡
大
に
は
、
作
業
の
機

械
化
、
栽
培
管

理
の
徹
底
、
集

出
荷
体
制
の
整

備
が
重
要
で
あ

り
、
市
内
農
事

組
合
法
人
か
ら

の
要
望
等
を
踏

ま
え
、
本
市
か
ら
も
県
や
Ｊ
Ａ
に

対
し
て
、
市
内
へ
の
タ
マ
ネ
ギ
の

集
出
荷
施
設
整
備
を
強
く
要
望
し

て
き
た
。
高
収
益
野
菜
の
出
荷
調

製
の
集
約
は
、
作
業
の
効
率
化
や

野
菜
の
安
定
供
給
が
可
能
と
な
り
、

生
産
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
施
設
の
有
効
活
用

と
生
産
者
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
事
業
主
体
の

Ｊ
Ａ
等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
未
利
用
財
産
の
有
効
活
用

問答

県都創生山口
野島 義正

農業 生産者が生産活動に集中できる環境構築を！
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国
が
閣
議
決
定
し
た
財
源
を

活
用
し
給
食
費
の
支
援
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
早

急
に
学
校
給
食
無
償
化
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

　
　
国
は
、
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
予
備
費
の
使
用
を
閣

議
決
定
し
、
本
市
へ
の
配
分
額
約

８
１
０
０
万
円
が
示
さ
れ
た
。
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
学
校
給
食

食
材
費
の
高
騰
分
に
充
て
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。
全
国
市
長
会
を

通
じ
、
無
償
化
の
実
現
に
向
け
全

額
国
費
で
の
措
置
を
要
望
し
て
い

る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、
緊
急

的
な
対
応
で
国
の
財
源
を
活
用
し

た
補
正
予
算
措
置

を
早
急
に
検
討
す

る
。
物
価
高
騰
が

続
く
中
で
も
保
護

者
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
取
り
組
む
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
文
化
財
の
地
方
登
録
制
度

○
行
政
窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
○
子
育
て
支
援
策

問答

公明党
栗林 正

生活 物価高騰対策で中間所得層への学校給食支援！

　
　

今
年
度
、
新
山
口
駅
周
辺
駐

車
場
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ

る
。
調
査
事
業
に
お
い
て
、
い
つ

ま
で
に
調
査
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
、

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
策
を
進
め
て
い

く
の
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
含

め
伺
う
。

　
　
新
山
口
駅
周
辺
の
駐
車
場
に

お
い
て
は
、
オ
フ
ィ
ス
用
駐

車
場
が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た

御
意
見
や
、
土
日
や
休
日
な
ど
に

は
鉄
道
利
用
者
が
駅
に
近
い
時
間

貸
し
駐
車
場

に
駐
車
で
き

な
い
と
い
っ

た
実
態
も
認

識
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
状

況
へ
の
対
応

と
し
て
、
今

年
度
は
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。

令
和
８
年
度
に
は
、
将
来
の
駐
車

場
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
分
析
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
調

査
・
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本

市
の
取
組
方
針
及
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
ま
と
め
、
来
年

度
末
を
目
途
に
お
示
し
す
る
。

問答

高志会
伊藤 斉

都市 新山口駅周辺の駐車場整備の方向性は？

　
　
二
地
域
居
住
の
促
進
の
現
状

と
課
題
、
今
後
の
方
向
性
を

伺
う
。

　
　

二
地
域
居
住
に
は
、
自
治
会

等
へ
の
加
入
、
ご
み
収
集
等

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、

自
治
体
が
対
策
を
検
討
、
対
応
す

べ
き
課
題
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
二
地
域

居
住
を
一
つ
の
移
住
定
住
の
形
と

し
て
捉
え
、
令
和
４
年
度
か
ら
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
目
的
と

し
た
関
係
人
口
創
出
促
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
関
わ

り
し
ろ
創
出
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

地
域
の
課
題
把
握
や
住
民
と
の
仲

介
を
担
う
関
係
案
内
人
の
育
成
も

進
め
て
い
る
。
今
年
秋
を
目
途
に

移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
の

運
用
や
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

に
向
け
た
取
組
を
進
め
、
二
地
域

居
住
の
促
進
を
図
る
。

問答

市民クラブ
山見 敏雄

定住 移住定住につながる二地域居住の促進を

　
　
市
内
イ
ベ
ン
ト
で
自
衛
隊
が

93
式
近
距
離
地
対
空
誘
導
弾

を
展
示
し
て
い
た
。
否
応
な
し
に

触
れ
る
こ
と
で
不
快
に
感
じ
る
市

民
も
い
る
。
災
害
支
援
な
ど
の
広

報
に
と
ど
め
る
よ
う
要
請
す
べ
き
。

　
　
自
衛
隊
が
適
切
に
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
市
か
ら
の

要
請
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

戦
闘
行
為
で
あ
る
ほ
ふ
く
前

進
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
。
子
ど
も
に
は
戦
争
に
つ
な

が
る
も
の
に
近
づ
い
て
ほ
し
く
な

い
、
他
者
と
自
分
の
命
を
大
切
に

す
る
平
和
な
社
会
で
育
っ
て
ほ
し

い
。
社
会
教
育
施
設
と
し
て
不
適

切
な
利
用
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
内
容
や
目
的
等
を
踏
ま
え
総

合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
今

後
も
適
切
な
施
設
運
営
に
努
め
る
。

問答問答

日本共産党
尾上 頼子

生活 自衛隊による武器展示・ほふく前進体験の中止を

居
住
の
促
進
を
図
る
。

５月６日のレノファ山口ＦＣ
のホームゲーム会場での展示
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山
口
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

株
式
会
社
に
よ
る
公
共
施
設

へ
の
電
力
供
給
の
現
状
と
目
的
や

効
果
を
伺
う
。

　
　

共
同
出
資
に
よ
り
設
立
し
た

山
口
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

株
式
会
社
で
は
、
市
清
掃
工
場
の

廃
棄
物
発
電
及
び
太
陽
光
発
電
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

を
、
市
役
所
本
庁
舎
や
湯
田
温
泉

こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
等
27
施
設
に
供

給
し
て
い
る
。
地
産
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
地
域

経
済
の
好
循
環
を
目
指
す
も
の
で
、

小
売
電
気
事
業
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
利
益
の
地
域
へ
の
還
元
、
市
公

共
施
設
の
電
気
料
金
の
削
減
の
ほ

か
、
雇
用
の
創
出
等
も
見
込
ん
で

い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

環境 新本庁舎の電気は地産の再生可能エネルギー！

　
　
農
山
村
エ
リ
ア
の
多
く
で
あ

る
中
山
間
地
域
、
と
り
わ
け

小
鯖
地
域
の
よ
う
な
狭
隘
な
山
間

部
や
国
道
沿
い
の
限
ら
れ
た
小
規

模
の
農
地
し
か
な
い
地
域
に
お
い

て
は
、
農
地
の
集
約
に
も
限
界
が

あ
り
、
耕
作
条
件
も
厳
し
く
、
大

規
模
化
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

農
業
後
継
者
の
確
保
や
所
得
向
上

と
い
っ
た
農
業
振
興
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
う
。

　
　

新
規
就
農
者
を
確
保
し
、
営

農
が
将
来
に
わ
た
り
継
続
さ

れ
る
た
め
に
は
、
一
定
の
所
得
が

得
ら
れ
る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
こ
れ
ま
で
の
水
稲
生
産
技
術

を
生
か
し
た
主
食
用
米
か
ら
飼
料

用
米
や
米
粉
用
米
へ
の
転
換
や
、

小
さ
な
面
積
で
も
よ
り
高
い
収
益

性
を
見
込
め
る
園
芸
作
物
へ
の
転

換
を
進
め
る
取
組
と
併
せ
、
水
稲

作
付
に
よ
る
所
得
確
保
・
向
上
を

目
指
し
た

新
た
な
検

証
に
も
着

手
す
る
な

ど
の
取
組

を
進
め
て

い
る
。

問答

未来志行山口
米本 太郎

農業 農山村エリアの農業振興、所得向上を！

　
　

既
に
他
市
町
に
は
、
独
自
の

補
助
制
度
が
あ
る
が
、
本
市

で
も
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
制
度
を
創
設
し
、
高
齢

者
の
生
活
の
質
と
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
創
設
に
は
慎
重
な
制
度
設
計

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
引
き

続
き
国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

加
齢
性
難
聴
を
取
り
巻
く
状
況
の

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
次
期
計
画

策
定
の
中
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
検
査
項
目
に
聴
力
検
査
を

追
加
し
、
補
聴
器
購
入
補
助
制
度

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
高
齢

者
の
健
康

寿
命
延
伸

に
資
す
る

施
策
と
な

る
と
考
え

る
が
い
か

が
か
。

　
　
保
険
料
の
算
定
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
各

医
療
機
関
で
の
検
査
実
施
体
制
の

検
討
や
検
査
費
用
に
係
る
医
療
機

関
と
の
調
整
な
ど
、
慎
重
に
検
討

を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

問答問答

日本共産党
大田 たける 

福祉 加齢性難聴者への補聴器購入補助制度の創設を

　
　
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
円
滑
な

運
営
に
は
、
保
護
者
の
負
担

と
市
の
補
助
金
だ
け
で
は
足
ら
ず
、

企
業
の
資
金
援
助
や
基
金
の
創
設
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
活
用
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　

国
に
お
い
て
は
、
令
和
８
年

度
の
概
算
要
求
の
中
で
、
地

方
公
共
団
体
へ
の
財
政
支
援
や
受

益
者
負
担
の
金
額
の
目
安
等
を
提

示
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
国
の
示
す
内
容
を
踏
ま
え
、

今
後
の
予
算
編
成
の
中
で
持
続
可

能
な
公
費
負
担
の
在
り
方
を
検
討

し
、
保
護
者
の
過
度
な
負
担
と
な

ら
な
い
金
額
を
設
定
し
、
お
示
し

し
た
い
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
等
を
恒
常
的
な
財
源
と
し
て

見
込
む
の
は

難
し
い
と
考

え
る
が
、
保

護
者
の
費
用

負
担
軽
減
の

観
点
か
ら
研

究
し
て
い
き

た
い
。

問答

高志会
伊藤 青波

学び 地域クラブ運営の持続と保護者の費用負担の軽減

太陽光パネルを設置した市役
所新本庁舎
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文
化
財
保
護
の
た
め
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を

提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　

国
、
県
、
市
の
指
定
文
化
財

を
支
援
対
象
と
し
て
、
本
年

中
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

で
き
る
よ
う
、
秋
ま
で
に
制
度
の

詳
細
を
定
め
、
関
係
者
と
調
整
を

行
う
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
未
指
定
文

化
財
を
支
援
対
象
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

防災
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災•

減
災
に
向
け
た
取
組

　
　
近
年
頻
発
す
る
内
水
氾
濫
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
８
年
度
策
定
予
定
の
雨

水
管
理
総
合
計
画
に
基
づ
く

事
業
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は

時
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
局

所
的
な
水
路
改
修
や
河
川
の
浚
渫

な
ど
、
緊
急
的
・
短
期
的
な
対
策

に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
浸
水

被
害
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

未来志行山口
椙山 俊哉

文化 文化財保護に向けたふるさと納税制度の活用

　
　
ご
み
の
戸
別
収
集
で
あ
る
本

事
業
を
、
新
し
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
展
開
す
る
こ

と
は
、
高
齢
者
層
に
も
喜
ば
れ
る

も
の
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を

伺
う
。

　
　
本
事
業
は
令
和
３
年
度
か
ら

実
証
事
業
と
し
て
、
現
在
８

世
帯
の
戸
別
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
共
助

の
取
組
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
自

立
し
た
生
活
を
支
援
し
て
お
り
、

今
後
も
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
複
数
の
一
般
廃
棄
物
処

理
業
者
が
高
齢
者
等
に
限
定
し
た

家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
っ
て

お
り
、
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
の
自

主
性
に
配
慮

し
つ
つ
必
要

な
支
援
を
行

い
、
市
民
の

利
便
性
向
上

を
図
り
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
家
電
リ
ユ
ー
ス

○
多
文
化
共
生
社
会

問答

公明党
山本 敏昭

ごみ ごみ出し支援事業の拡充を求める

　
　
開
所
か
ら
１
年
以
上
が
経
過

し
た
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ど
の
よ
う
に
支
援
の
拡
充

や
改
善
を
講
じ
て
い
る
か
。
併
せ

て
活
用
状
況
と
今
後
の
課
題
を
伺

う
。

　
　

相
談
内
容
は
多
岐
に
渡
り
、

来
所
者
も
増
え
、
認
知
度
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
相
談
支
援
が

必
要
な
方
が
ま
だ
ま
だ
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
早
期
に
必
要
な
家

庭
に
支
援
が
届
く
体
制
を
整
え
、

必
要
と
さ
れ
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
を
図
る
。

　
　
５
歳
児
健
康
診
査
の
浸
透
に

向
け
、
周
知
啓
発
の
取
組
と

健
診
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
子
育
て
保
健
課
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
等
へ
の
掲
載
に
加
え
、

今
後
は
、
ラ
ジ
オ
や
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
で
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

健
診
後
、
支
援
が
必
要
な
方
へ
は
、

専
門
職
に
よ
る
個
別
相
談
を
案
内

す
る
な
ど
、
子
育
て
家
庭
が
安
心

し
て
育
児
を

で
き
る
よ
う

鋭
意
取
り
組

ん
で
い
き
た

い
。 問答問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

子育て 子育て支援のさらなる浸透に向けて！

　
　
本
市
の
現
状
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
民
の
利
便
性
向
上
や
業
務

効
率
化
な
ど
を
目
的
に
、
令

和
３
年
４
月
に
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
現
在
、
本
庁
舎
、

総
合
支
所
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

等
に
設
置
し
、
住
民
票
の
写
し
、

戸
籍
証
明
書
等
の
発
行
手
数
料
の

ほ
か
、
粗
大
ご
み
戸
別
収
集
手
数

料
を
含
む
44
の
手
数
料
で
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
利
用
可
能
で
あ

る
。
市
税
や
保
険
料
は
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
を
用
い
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
が
利
用
可

能
で
、
市
税
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
に
よ
る
納
付

も
可
能
で
あ
る
。
今
後
も
利
便
性

向
上
と
と
も
に
、
手
数
料
支
払
い

に
伴
う
収
入
減
も
踏
ま
え
た
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
、
業
務
の
見
直

し
等
の
協
議
を
進
め
、
対
象
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

未来志行山口
馬越 帝介

行政 キャッシュレスシステムの導入・促進について

(市公式ウェブサイト)
山口市歴史文化
基本構想（概要版）

る
こ
と
か
ら
、

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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市
民
か
ら
も
、
毎
年
金
額
が

大
き
過
ぎ
る
、
成
果
が
目
に

見
え
な
い
、
経
済
政
策
と
福
祉
政

策
を
混
同
し
て
い
る
と
い
っ
た
、

中
心
商
店
街
へ
の
公
金
支
出
の
在

り
方
を
疑
問
視
す
る
声
は
多
く
あ

る
。
多
様
性
あ
ふ
れ
る
商
店
街
推

進
事
業
は
、
市
が
委
託
事
業
者
を

通
し
て
民
間
商
業
施
設
に
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
入
り
事
業
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
市
民
の
税
金
で
家
賃

を
払
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

他
市
で
は
、
民
間
が
地
域
に
求
め

ら
れ
る
機
能
を
自
ら
の
負
担
で
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
改
善

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
の

所
見
を
伺
う
。

　
　

今
後
と
も
、
商
店
街
と
連
携

の
下
、
指
摘
さ
れ
た
意
見
も

踏
ま
え
、
創
意

工
夫
を
重
ね
な

が
ら
、
よ
り
充

実
し
た
本
事
業

の
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

問答

やまぐち有隣会
野村 雄太郎

産業 にぎわいではなく投資に対するリターンで測れ

　
　
地
域
に
配
慮
し
た
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、

条
例
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
と
現
在
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
太
陽
光
発
電
を

含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
は
重
要
で
あ
る
一
方
で
、

安
全
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
に
は
、
将
来
を
見
据
え

た
生
活
環
境
の
保
全
や
土
地
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
整
合
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
条
例
に
よ
る
ル
ー
ル
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

至
っ
た
。
令
和
７
年
度
中
の
条
例

に
よ
る
ル
ー
ル
づ
く
り
に
向
け
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

〇
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育

〇
公
共
施
設
等
の
利
活
用

問答

未来志行山口
大來 尚順

環境 安全安心で快適に暮らせるまちの実現にむけて

　
　
山
口
市
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

で
は
、
魅
力
的
な
都
市
空
間
の
実

現
に
つ
な
が
る
公
共
的
な
ご
み
箱

や
ト
イ
レ
の
設
置
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
整
備
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
ご
み
箱
や
ト
イ
レ
の
設
置
と

い
っ
た
具
体
的
な
取
組
は
、

今
後
立
ち
上
げ
予
定
の
推
進
チ
ー

ム
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。
ト

イ
レ
は
、
来
街
者
へ
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
に
重
要
な
施
設
と
考
え
、

他
市
の
事
例

も
踏
ま
え
推

進
チ
ー
ム
に

お
い
て
研
究

し
て
い
き
た

い
。国際

姉
妹
・
友
好
都
市
交
流
事
業

の
進
捗
は
？

　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州

ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
友
好
都
市

提
携
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
年
中
の
友
好
都
市
提
携
の

締
結
を
め
ど
に
調
整
し
て
い

る
。
今
後
、
両
市
で
合
意
が
で
き

次
第
発
表
し
た
い
。

問答問答

県都創生山口
倉増 賢治

都市 市民・観光客へのホスピタリティ機能とは？

　
　
生
産
者
所
得
の
向
上
と
消
費

者
負
担
の
軽
減
を
両
立
さ
せ

る
山
口
市
独
自
の
米
流
通
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
本
市
が
単
独
で
米
の
安
定
的

な
流
通
網
を
構
築
し
継
続
す

る
に
は
、
か
な
り
大
き
な
仕
組
み

が
必
要
と
な
る
。
先
進
事
例
や
国

の
動
向
に
注
視
し
、
農
産
物
の
安

定
供
給
や
生

産
者
の
所
得

向
上
に
つ
な

が
る
取
組
に

つ
い
て
研
究

し
た
い
。

　
　
移
住
定
住
対
策
と
空
き
家
対

策
が
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ

ば
よ
い
と
考
え
る
が
、
他
市
が
実

施
し
て
い
る
空
き
家
の
借
上
げ
転

貸
事
業
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
他
市
と
は
空
き
家
を
取
り
巻

く
状
況
等
が
異
な
る
た
め
、

今
後
の
空
き
家
増
加
状
況
を
踏
ま

え
、
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
利
活

用
の
方
策
と
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
今
後
の
公
民
連
携
の
在
り
方

○
道
路
管
理
の
省
人
化

問答問答

未来志行山口
安河内 淳朗

農業 独自の食料安全保障で、米農家と市民を守る！
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公
務
員
の
技
術
職
の
採
用
試

験
に
お
け
る
低
倍
率
が
目
立

つ
が
、
本
市
の
状
況
は
い
か
が
か
。

市
の
業
務
が
高
度
化
、
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
中
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
業
務
目
標
の
達
成
、
能
力
、

専
門
性
を
適
切
に
評
価
し
処
遇
す

る
こ
と
で
、
働
き
が
い
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

昨
年
度
、
大
学
・
短
大
卒
業

程
度
の
土
木
、
建
築
職
の
採

用
実
績
は
な
く
、
社
会
人
経
験
者

の
採
用
で
必
要
な
職
員
を
何
と
か

確
保
で
き
た
。
市
職
員
と
し
て
働

く
こ
と
に
誇
り
と
生
き
が
い
を
持

ち
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
は
重

要
で
あ
り
、
能
力
や
専
門
性
、
実

績
等
を
見
極

め
た
上
で
の

処
遇
に
つ
い

て
は
、
国
や

他
自
治
体
の

状
況
を
参
考

に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
地
域
と
共
に
築
く
学
校
の
在
り

方 問答

やまぐち有隣会
山本 浩二

行政 市職員の人材確保と人材育成

　
　
山
口
市
全
体
が
活
性
化
す
る

た
め
に
は
、
21
地
域
別
の
定

住
施
策
、
な
り
わ
い
づ
く
り
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
日

常
生
活
を
維
持
・
構
築
す
る

取
組
を
21
地
域
で
進
め
る
一
方
で
、

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
や

起
業
創
業
支
援
と
い
っ
た
産
業
振

興
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

交
通
利
便
性
の
高
い
新
山
口
駅
周

辺
に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
進
出
支
援

や
、
南
部
地
域
に
お
け
る
産
業
団

地
の
整
備
と
企
業
誘
致
、
湯
田
温

泉
に
お
け
る
観
光
産
業
の
振
興
、

農
山
村
エ
リ
ア
に
お
け
る
一
次
産

業
の
振
興
等
を
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ

ア
で
展
開
し
て
い
る
。

　
雇
用
の
場
に
市
内
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
か
ら
通
え
る
道
路
等
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く

こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た
市
内
21

地
域
に
住
み

続
け
ら
れ
る
、

定
住
実
現
の

ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
た

い
。 問答

高志会
有田 敦

行政 新たなまちづくりへの挑戦！
続
け
ら
れ
る
、

　
　
子
供
を
始
め
と
し
た
地
域
住

民
の
居
場
所
、
た
ま
り
場
で

あ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理

体
制
に
つ
い
て
、
例
え
ば
秋
穂
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
ア
リ
ー
ナ
を
有
す
る
図
書
館

と
の
複
合
施
設
で
あ
り
、
他
の
地

域
の
施
設
と
の
一
定
の
公
平
性
が

保
た
れ
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
任
だ
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
、
土
曜
日
、

日
曜
日
、

祝
日
も
管

理
者
が
必

要
と
考
え

る
が
い
か

が
か
。

　
　
図
書
館
と
の
複
合
施
設
で
あ

る
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
も
開
館
し

て
い
る
図
書
館
と
も
連
携
し
、
迅

速
な
対
応
を
図
る
体
制
を
整
え
、

施
設
内
に
は
、
秋
穂
総
合
支
所
の

連
絡
先
も
掲
示
し
、
職
員
が
対
応

で
き
る
管
理
体
制
を
整
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
安
心
し
て
施
設
を
利

用
で
き
る
適
切
な
管
理
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問答

やまぐち有隣会
冨田 正朗

行政 公共施設の責任と管理

　
　
女
性
活
躍
推
進
に
係
る
支
援

策
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え

た
今
後
の
取
組
と
、
人
材
確
保
支

援
策
の
実
効
性
を
高
め
る
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
で
は
、

経
営
層
や
管
理
職
を
対
象
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
女
性
活

躍
が
も
た
ら
す
経
営
効
果
を
共
有

し
、
経
営
者
の
意
識
改
革
に
よ
る

企
業
文
化
の
見
直
し
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
人
材
確
保
支
援
策
に

つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
そ
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
プ
ッ

シ
ュ
型
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
人
材
不
足
が
深
刻
で
女
性
の

参
画
も
進
ん
で
い
な
い
業
種
に
つ

い
て
は
、
市
職
員
が
直
接
訪
問

し
、
支
援
制
度
の
内
容
を
丁
寧
に

説
明
し
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催

情
報
も
、
効

果
的
な
周
知

に
取
り
組
ん

で
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
人
口
減
少
社
会

問答

やまぐち有隣会
植野 伸一

産業 企業の人材確保に向けた支援策！
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あなたも市議会を傍聴してみませんか

　
　

不
登
校
対
策
は
、
福
祉
部
局

等
も
交
え
た
、
早
期
発
達
年

齢
か
ら
の
児
童
生
徒
の
社
会
自
立

を
見
据
え
た
包
括
的
、
多
角
的
な

支
援
体
制
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
転
換
期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
、

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
新
た
に
専
門
相
談
員
２
名
を

配
置
し
、
家
庭
訪
問
に
よ
る

人
間
関
係
づ
く
り
や
、
学
校
以
外

の
場
所
で
の
教
育
相
談
や
学
習
支

援
を
行
う
ほ
か
、
社
会
福
祉
法
人

と
の
連
携
に
よ
る
空
き
施
設
を
活

用
し
た
居
場
所
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
市
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
等
の
他
部
局

や
医
療
・
福

祉
等
の
様
々

な
関
係
機
関

と
連
携
を
強

化
し
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
教
育
展

開
○
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
遂
行

○
地
域
共
生
社
会
の
実
現

問答

未来志行山口
坂井 芳浩

教育 不登校対策は、多機関連携への転換が急務！

　
　
今
後
整
備
す
る
駐
車
場
の
台

数
や
料
金
の
有
無
な
ど
を
伺

う
。
ま
た
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
名

を
「
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク

ち
ょ
っ
と
前
」
に
変
更
す
る
こ
と

や
、
バ
ス
内
で
最
寄
り
の
バ
ス
停

で
あ
る
こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る

な
ど
の
工
夫
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
一
般
用
50
台
と
障
が
い
者
等

専
用
２
台
、
合
計
52
台
の
駐

車
場
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
料

金
は
１
時
間
に
つ
き
１
０
０
円
を

基
本
と
し
、
割
引
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
や
割
引
額
等
を
含
め
、
今

後
、
指
定
管
理
者
と
共
に
検
討
す

る
。
バ
ス
停
名
の
変
更
や
車
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
で
最
寄
り
の
バ
ス
停
を

周
知
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
地
元
の
湯

田
地
域
や
バ
ス
事
業
者
に
も
意
見

を
聞
き
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
公
共
施
設
等
の
管
理

○
福
祉
の
充
実

問答

公明党
其原 義信 

施設「湯田温泉こんこんパークちょっと前」はいかが

　令和７年６月定例会には、多くの方々が傍聴に来られました。中
には「家族でやま学の日」を活用し、ご家族と熱心に傍聴された陶
小学校６年生の児童もおられました。
　本会議や委員会の傍聴は、事前予約不要で、ど
なたでも市議会事務局（６階）で受付するだけで
ご入場いただけます。市議会事務局へは、本庁舎
棟の南エレベーターまたは、中央エレベーターを
ご利用ください。中央エレベーターをご利用いた
だくと、降りてすぐの場所に受付があります。市
政への理解を深めるためにも、お気軽にお越しく
ださい。

●傍聴された児童の感想
何回も質疑応答を繰り返していて、「山口市をもっとよりよくした

い」という気持ちが伝わってきました。そして、自分が伝えたいこ
とをコンパクトに分かりやすくまとめていたので、授業で真似した
いなと思いました。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

傍聴席から見た議場の様子

傍聴受付窓口（市議会事務局）

市議会ホームページ
（傍聴）

やまぐち市議会だより　2025.8 14



5/13～5/14 総務委員会
防災先進都市を目指す取組について
●茨城県常総市
　避難行動を自ら考え備えるマイ・タイムラインの普及や
防災教育の実施、防災士の養成支援、広域避難協定の締結
等防災の先進的な取組について視察しました。
　過去に被災された経験を基に実施される取組は実効性が
あり、参考となる取組でした。

公共施設マネジメントについて
●埼玉県深谷市
　全国に先駆けて導入されたマイナス入札制度や、トラ
イアル・サウンディン
グ事業など行政が抱え
る未利用地の有効活用
の取組について視察し
ました。
　本市の公共施設マネ
ジメントを検討する上
で参考となる取組でし
た。

●岡山県総社市
　障がい者千五百人雇用推進
条例の制定や障がい者千五百
人雇用センターの設置など、
独自の施策を展開する総社市
を視察しました。
　就労や生活に寄り添った支
援、古いアパートを活用した
グループホームの設置など、
支援体制も充実しており、福祉を地域の力として育てる姿
勢は大変参考になりました。

岡山市家庭教育支援事業について
●岡山県岡山市
　岡山市では、家庭の教育力向上に向けて、関係機関・
団体の連携を進め、社会全体が一体となって家庭教育力
を高める体制づくりを進めています。
　家庭教育支援アドバイザーの派遣では、学識経験者だ
けでなく当事者の声を活かした多彩なメニューが展開さ
れ、身近な視点から保護者の共感を得やすく、内容も伝
わりやすい点が大変参考になりました。

障がい者千五百人雇用事業について 5/19～5/20 教育民生委員会

先進地に学ぶ
視察報告

詳しくは、
二次元コー
ドからご覧
ください。

マイナス入札の説明を受ける様子

ハローワーク総社での視察
の様子

5/13～5/14 生活環境委員会
清掃工場の包括運営委託及び広域処理について
●奈良県橿原市
　本市の清掃工場運営において、長期包括運営委託の実効
性を高めるとともに、人口減少に伴う可燃ごみ処理施設の
集約・広域化を検討するための参考とするべく、クリーン
センターかしはらの取組を視察しました。
　清掃工場の長期包括運営委託の有効性や、複数の自治体
が連携して効率的にごみ処理を行う取組について具体的な
事例や詳細を知ることができ、大変参考になりました。

観光地等における
　　環境整備について
●京都府京都市
　観光誘客を目的としたお
もてなし環境整備や観光課
題の解消策を検討する際の
参考とするため、京都市に
おける観光地での公共トイ
レ整備やスマートごみ箱設置の取組を視察しました。
　京都市では観光地の環境整備に積極的に取り組まれて
おり、本市における観光環境整備策を検討・模索する上
で参考になる内容でした。

設置してあるスマートごみ
箱を見学する様子

●愛知県岡崎市
　ＡⅠを活用して道路の異常個所を検知する道路維持管
理支援サービス「みちログ」の取組を視察しました。本
市でも実証的に取り組んでおり、これから導入を検討す
る上で大変参考になりました。

農業振興について
●山梨県甲府市
　プロファーマー認定制度により市全体の農業の底上げ
も図るとともに、半農半Ⅹの支援等による担い手の確保・
育成、各地域に適した農業振興が可能となる地域リーディ
ングプロジェクト等に市独自で取り組まれており、本市
にも大変参考になる内容でした。

市営住宅の空き住戸を若者・子育て向け住宅に
活用する取組について
●京都府京都市
　空き住戸の活用と子育て
世帯の定住促進のため、民
間事業者と連携して住宅を
リノベーションし賃貸する
全国初の取組について現地
を視察し、先進事例を研究
することができました。

道路維持管理業務の迅速化・効率化について 5/13～5/15 農林建設委員会

現地の市営住宅を見学する
様子

やまぐち市議会だより　2025.815



●山口市議会ホームページ
https://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所：〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局「議会の感想」宛て

ご感想をお寄せください

8/31 9/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

28 29 30 10/1 2 3 4

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

秋分の日

敬老の日

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…8月20日（水）まで　請願の受付…8月27日（水）まで
●14日 議会運営委員会、会派代表者会議、山口市

議会活性化充実協議会
●２７日 市議会だより等編集委員会（以下、「編集委

員会」）

● 4日 第９１回山口県市議会議長会定期総会
● 9日 編集委員会
●１４日 会派代表者会議、

議会運営委員会、
山口市議会活性
化充実協議会

●２３日 第１５６回中国市
議会議長会定期
総会（～２４日）

●１２日 会派代表者会議、議会運営委員会
●１３日 総務委員会行政視察（～１４日）
　　　　生活環境委員会行政視察（～１４日）
　　　　農林建設委員会行政視察（～１５日）
●１９日 教育民生委員会

行政視察（～２０
日）

　　　　全国温泉所在都
市議会議長協議
会第５４回総会

  

● 2日 会派代表者会議、議会運営委員会、執行部
説明会

● 9日 議会運営委員会、第２回定例会初日（～３０
日最終日）

●１０日 議会運営委員会
●１６日 編集委員会
●１９日 議会運営委員会、山口市議会活性化充実

協議会
●２６日 会派代表者会議、議会運営委員会、編集委

員会
●30日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（４月～６月）１団体
　５月３０日 兵庫県明石市議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

3月

　「令和７年度山口市消防団消防操法大会」にて、計15
分団（当日14分団）による競技が行われている様子です。
　６月定例会では補正予算の審査や所管事務事業に関し
て、「地域のための視点」から質問や提言が行われまし
た。各々の地域を守る想いで、山口市の未来へつなげる
議論をしてまいります。

【表紙写真】

次号は 11月 15日発行です

編　集　後　記
　市役所が新庁舎へ移転し、初の議会が開かれました。市民に
開かれた議会を目指し、議員・事務局ともに頑張りますので、ぜ
ひ議場まで傍聴にお越しください。（倉増）
　我々の任期も残り1年を切りました。これまでも各議員は
日々各々の立場で市政の発展充実を目指し、議員活動に取り
組んできました。今後も市民の皆様の声を市政に届け、安全・
安心な山口市の構築に一人一人が尽力して参ります。（山本）

4月

6月

5月

委員長　大田たける　　副委員長　中野光昭
委　員　鳥養祐矢・安河内淳朗・米本太郎・植野伸一
　　　　倉増賢治・山本敏昭・有田　敦・部谷翔大

市議会だより等編集委員会

山口市新本庁舎棟完成式典
（４月１２日）

湯田温泉こんこんパーク落成記念
式典（５月２７日）
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